












セミナー報告

党政権の問題をしっかり論じることができ

る漢族の人ですら、今、ウイグルやチベット

で起きていることへの理解は私たちとはか

なり違う。民族の違いなど本当の深いとこ

ろに入っていくと、たとえば私たち日本人も

外国人に質問されてうまく答えられない部

分が出てくる。国内の差別問題などは外

国人にはなかなか理解できない問題があ

ると思うし、そういう話になってくると、中国

人の会話はずいぶん変わってくると思う。

もう一つは戦争の話、歴史認識だ。こ

れについては、中国の人たちはすごく複

雑だ。一つの色ではとても話せない。私

は南京大学に1年間留学し、藩陽支局、
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旧満洲国で言う奉天に勤務した。その時、

戦争というものを深く意識した取材があっ

た。南京大学にいた1993年、一般のお

宅を突然訪ね、南京事件（南京大虐殺）

について教えてほしいという、一人世論調

査を50世帯でやった。記事にはしていな

いが、南京大虐殺に対する自分なりの物

差しが欲しいと思ったのだ。南京の人は

おおらかな人が多く普通に話をしたが、南

京大虐殺の話には全然乗ってこなかった。

自分はまだ生まれてなかったし、そんなこと

はもういいだろう、という話がずっと続く。そ

してお茶が出てきて、晩御飯を食べて行

けということにだいたいはなる。そしてお酒

が出てきて、どんどん時間が過ぎ、ほとん

どの人が泊って行けと言ってくれる。その

頃になると、「お前たち、30万人というのを

知っているか」と言い始める。つまり、歴

史の話はある程度深く掘っていいかなけ

ればならない。表面の浅いところにはない。

もっと掘っていけば、もっといろんな感情

が出てくるのだと思う。それは、日中戦争

だけでない。19世紀から20世紀にかけて

一方的に列強の侵略を受け続けてきた国

の、名誉と誇りのある人たちが極めて強い

屈辱感を感じてきた感情は、なかなか 表

面に出てこないが、いったん出ると非常に

激しいものではないだろうか。




